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3R な
人 になろ

う !
限りある資源を少しでも有効に使うた

めのリサイクル。しかし、リサイクルは
経費が掛かり、「万能」ではありません。
大量生産・大量消費・大量リサイクル

では、環境への負担が増すばかり。地球
は悲鳴を上げてしまいます。
今日から「3 つのR 」を意識した、て

いねいな暮らしを始めましょう。

R
Reduce

第
1

の
R

(リ
デ
ュ
ー
ス
)

ま
ず
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
ご
み

自
体
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

□
ご
み
を
減
ら
そ
う
・
:食
事
を
残
さ

な
い
/
詰
め
替
え
用
製
品
を
買
う

□
物
を
大
切
に
使
お
う
…
買
っ
た
物

は
長
く
大
切
に
使
う

□
無
駄
な
も
の
は
買
わ
な
い
、
も
ら

わ
な
い
・
:買
い
物
は
袋
を
持
っ
て
、

必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
買
う

R
Reuse

第
2

の
R

(リ

ユ

ー

ス
)

2
番
目
に
大
切
な
こ
と
は
、
い
ら

な
く
な
っ
た
物
を
拾
て
ず
に
繰
り
返

し
使
う
こ
と
で
す
。

□
く
り
返
し
使
お
う
…
リ
タ
ー

ナ
ブ
ル
び
ん
製
品
(
ビ
ー
ル
・

一
升
び
ん
な
ど
)
を
購
入
す
る

□
ま
だ
使
え
る
も
の
は
ご
み
に

し
な
い
・
:欲
し
い
人
に
譲
る
/

不
用
品
交
換
情
報
に
掲
示
し
た

り
、
バ
ザ
ー
に
出
す

□
別
の
使
い
方
を
考
え
よ
う
・
:

そ
の
ま
ま
別
の
用
途
に
使
え
る

よ
う
、
知
恵
を
絞
る

R
Recycl e

第
3の
R

(リ
サ
イ
ク
ル
)

最
後
に
大
切
な
こ
と
は
、
分
別
し

て
回
収
場
所
に
持
っ
て
行
き
、
再
び

資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

□
再
び
資
源
と
し
て
利
用
し
よ
う
・
:

地
域
の
集
団
回
収
に
参
加
す
る
/

牛
乳
パ
ッ
ク
は
回
収
ポ
ス
ト
ヘ

□
再
生
品
を
購
入
し
よ
う
…
エ
コ
マ

ー
ク
や
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
な
ど
を
意

識
し
て
買
い
物
す
る

□
正
し
く
分
別
し
よ
う
…
識
別
マ
ー

ク
を
見
て
き
ち
ん
と
分
別
す
る▲識別マーク

の 例

予 告
(
仮
称
)
あ
だ
ち
3
R

フ
ェ
ア
開
催

区
民
、
企
業
、
行
政
が
協
働
で
イ

ベ
ン
ト
(
3
R

講
演
会
、
発
表
展
示

会
、
リ
サ
イ
ク
ル
見
本
市
な
ど
)
を

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
区
民
の
皆
さ

ん
が
、
見
て
、
触
れ
て
、
3
R
の
こ

と
が
わ
か
る
催
し
で
す
。
参
加
団
体

の
募
集
な
ど
、
く
わ
し
く
は
あ
だ
ち

広
報
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。3R

に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

普
及
啓
発
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6り

3R

あなたも挑戦
100g
ご みダイエット

ちょっとした 工夫で、ご みは

減らせます。1人1 日100g の頑

張りが、区全体では約64t も の

減 量になります。

レジ袋2 枚
(約16g)

ごみにしない

茶わんのご飯1/ 3
( 約39g)

残 さ ない

ビール空き缶30ml
( 約15g)

びん入りを買う

牛 乳 パ ッ ク1l
( 約30g)

リサイクルする

エコライフ体験作文コンクール最優秀賞「一枚のレジ袋
から地球を守るため」　大谷田小学校　開田宗範さん

「スーパーなど のレジ袋も限りある資源から 作ら れてい

ます。1つ2 つだけ の買い物をしたときは、袋を断ってい ま

す。必要なのは 、ちょっとした勇気です。

身近なことをこ つこつ続け る

ことが大切で、い つの間にか自

然とできるよ うになります。」

□ 作文 集ができまし た
コンクール入賞10 人、佳作33

人の作文を掲 載した文集を 作成
し ました。希望する方は、リサ

イクル推進課へお問い合わせく

ださい。

「
将
来
は
、
環
境
を
良
く
す
る
仕

事
に
携
わ
り
た
い
」
と
開
田
さ
ん

3R
なあだちっ子たち

「 楽 し く リ サ イ ク ル を 学 習 」 鹿 浜 第 一 小 学 校 の 皆 さ ん

3月18日、鹿浜第一小4
年生とPTA の皆さん

が3R 講座に参加。クイ
ズやゲームをとおしてリ
サイクルを楽しく学びま
した。これは、区の出前
講座「学び応援隊」のメ
ニューの1 つ。 講座受
講について、くわしくは
お問い合わせください。

▲ ペット ボトル運搬ゲーム。「軽
いけど、 とてもかさばります」

足立区リサイクルセンター　あだ ち 再 生館

□ あだち再生館…様々な3R推進講座・教室を行っています。開
館時間=午前9時～午後5時休館日=月・祝日、年末年始

□ 再生館ショップ( 1階) …粗大ごみに出された家具や自転車を手
入れして展示飯売。無償提供された衣類や食器類も安価で販売して
います。開店時間=午前10時～午後4時休館日=第2・第4木
曜日、お よびあだち 再生館休館日
――いずれも――

場所= 中 央本町2- 9- 1　　　　　　　　　　3880 ―9800

( HP) ht t p: / / www4. ocn. ne. j p/～ar c. or g/　※ 区・ホームペー
ジからも 入ることができ ます

リユース
Reuse あだち再生館

リ サ イ ク ル 工 房

修理に挑戦したい方には、リサイクル工房をおすすめします。ベ

テランスタッフが親切に修理方法を指導します。日時=毎週日曜
日、午前10時～午後3時場所=足立西清掃事務所分室( 東伊興1
- 6- 12) 対 象品= 自 転 車、傘、小 型家 具( 縦・ 横・高さそ れぞ
れ1m 以内 の物に限る) 費用= 指導料無 料( 部品 代実費) 申 込=
前日までに電 話予約 定 員= 各日15 人( 先 着順) 申 ・問先= あ だ
ち 再生館　　　　　　　　　　　3880- 9800

冊子
配布中

3R な 人にな ろう!

毎日の暮らしに役立
つ「3R 情報」が満載。
区役所・各区民事務所・
各地域学習センターな
どで配付しています。
費用= 無料

リ
サ
イ
ク
ル
達
人
が
あ
な
た
を
3
R

な
世
界
へ
ご
案
内
し
ま
す

新たに行政委員が決まりました
教育委員

( 16年3 月23日就任)

志村宗亮氏 油井久仁子氏

監査委員
( 16年3 月23日 就任)

清水正雄氏

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
人
権
と
同
和
問
題

の
理
解
の
た
め
に

4
・
5
面
▽
高
齢
の
方
の
在
宅
生
活
を
応
援
し
ま
す

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
わ
ー

く
わ
く
通
信
/
映
像
広
報
制
作
だ
よ
り

8
面
▽
▽
▽
都
市
計
画
道
路
整
備
方
針
/
ス
ケ
ッ
チ

あ
だ
ち

区長へのファクス
( FAX) 3880- 5678

回答を希望する方は住所・
氏名・電話番号など
を記入してください

ふるさと足立で　買おう　食べよう　頼もう
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは
4 月13 日
から受け付け

2・3面で問い合 わせ先 の電 話

番号がないものは区役所代表へ

3880 ―5111( 代)

凡

例

◆ 申込 … 申し込み方法

◆ 期限 … 申し込み期限
◆ 場・申・問先… 場所・
申し込み先・問い合わせ先

◆ 費 用の 記載の ないも のは 無料
◆ ( HP)…ホームページアドレス
◆ □ … E

メ ー ル アド レ ス

足
立
区
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
負
担
適
正
化

審
議
会
公
募
委
員
募
集

現
在
、
区
で
は
す
べ
て
の
子
育
て

家
庭
に
お
け
る
児
童
の
養
育
支
援
、

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
次
世
代
育
成
支
援
地

域
行
動
計
画
を
つ
く
つ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
こ
の
行

動
計
画
に
基
づ
く
様
々
な
新
し
い
施

策
を
行
う
に
は
、
財
源
と
サ
ー
ビ
ス

の
担
い
手
を
生
み
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
子
育
て
支
援
の
様
々
な
サ

ー
ビ
ス
コ
ス
ト
に
対
す
る
利
用
者
負

担
の
あ
り
方
を
検
討
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ま

す
。
区
で
は
、
適
正
な
利
用
者
負
担

の
あ
り
方
を
審
議
す
る
た
め
の
審
議

会
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
一
緒
に

検
討
す
る
審
議
委
員
を
募
集
し
ま

す
。特

に
、
子
育
て
中
の
方
や
、
保
育

園
や
認
証
保
育
所
な
ど
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。募
集
人
数

=
4
人
(
選
考
)
会
議
の
開
催
時
間

=
平
日
の
午
後
(
予
定
)
※
保
育
あ

り
会
議
の
開
催
回
数
=
月
に
1
回

程
度
申
込
=
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

2
枚
程
度
に
子
育
て
や
保
育
に
つ
い

て
の
考
え
力
を
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業
を
明
記
し
、
持
参

ま
た
は
郵
送

※
応
募
後
の
書
類
は

返
却
で
き
ま
せ
ん

期
限
=
4
月
匐

日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
=
保

育
課
保
育
調
整

〒
勁
・
8
5
1
0

中
央
本
町
1
―
1
7―
1

(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成

就
学
前
(
6
歳
に
達
し
た
日
以

降
、
最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
)
の
乳

幼
児
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
を
対
象

に
、
保
険
診
療
に
よ
る
乳
幼
児
医
療

費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。
4

月
1
日
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
5

歳
以
上
の
子
ど
も
の
い
る
家
庭
の
所

得
制
限
が
無
く
な
り
ま
し
た
。現
在
、

乳
幼
児
医
療
証
を
持
つ
て
い
な
い
子

ど
も
の
保
護
者
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
=
区
内
に
化
所
が
あ
り
、

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
小
学
校

就
学
前
の
乳
幼
児
(
生
活
保
護
受
給

者
・
施
設
入
所
者
を
除
く
)

助
成
範

囲
=
保
険
診
療
に
よ
る
医
療
費
の
自

已
負
担
分

※
検
診
・
薬
の
容
器
代
、

入
院
時
の
食
事
療
養
費
・
差
額
ベ
ッ

ト
代
、
診
断
書
な
ど
の
文
書
料
、
特

定
療
養
費
な
ど
は
助
成
の
対
象
外
で

す

届
け
出
が
必
要
な
場
合
=
▽
健

康
保
険
が
変
更
に
な
っ
た
と
き

▽

転
勤
な
ど
で
保
護
者
が
区
外
へ
転
出

し
た
と
き

▽
離
婚
・
死
別
な
ど
で

保
護
者
を
変
更
す
る
と
き

▽
都
外

で
受
診
し
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分
が
あ
る
と
き
(
必
須
項
目
の
入
っ

た
領
収
証
が
必
要
)

問
先
=
児
童

給
付
係

申
先
=
表
1

表1　(乳)申し込み先一覧

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
よ
う

感
染
症
は
以
前
よ
り
少
な
く
な
っ

た
と
は
い
え
、
子
ど
も
を
病
気
か
ら

守
る
た
め
予
防
接
種
は
大
切
で
す
。

効
果
的
な
時
期
に
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

い
て
標
準
的
な
接
種
年
齢
を
決
め
て

い
ま
す
(
表
2
)
。
区
で
は
、こ
の
年

齢
に
達
し
た
住
民
登
録
の
あ
る
方
に

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

法
律
に
よ
る
対
象
年
齢
の
範
囲
内
で

あ
れ
ば
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。
海

外
転
勤
な
ど
で
標
準
接
種
年
齢
よ
り

早
く
接
種
を
希
望
す
る
方
、
通
知
の

無
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
※
法
律
に
よ
る
対
象
年
齢
を

過
ぎ
る
と
、
無
料
で
は
接
種
で
き
ま

せ
ん

問
先
=
母
子
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

表2　 区から通知する年齢および法律による対象年齢

表3　 保健総合 セン タ ー一覧こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

風
の
子
ま
つ
り

「み
ん
な
で
子
育
て
」

日
時
=
4
月
2
5
日
网
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時

内
容
=
布
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
/
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
/
ビ
ー

ズ
工
作
/
ピ
エ
ロ
の
大
道
芸
/
子
育

て
相
談
/
抽
選
会
ほ
か

申
込
=
当

日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
こ
ど

も家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

「
保
育
講
習
会
」

日
時
=
①
4
月
2
7
日
脚
②
1
月
2
6

日
出
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
匐
分

対
象
=
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
区
民
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
提
供
会
員
の
登
録
を
希
望

す
る
方
/
保
育
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
子
ど
も
の
心
と
体
の
発
達
/

子
育
て
支
援
活
動
の
心
構
え
/
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
卜
事
業
説
明
ほ
か

講
師
=
渋
谷
武
子
氏
(
I
・
S
キ
ャ

リ
ア
開
免
研
究
所
臨
床
心
理
士
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)
申
込
=
電

話

※
講
習
後
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
卜
提
供
会
員
に
登
録
で
き
ま
す

(
登
録
手
続
き
は
、
午
後
4
時
匐
分

か
ら
4
時
4
5分
)
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
卜
事
業
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

場
・

申
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー

問
先
=
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

子
育
て
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
2
6
6

小
児
の
ぜ
ん
息
相
談
教
室

日
時
=
4
月
S
日
吻
、午
前
1
0
時
～

1
1時
匐
分

場
所
=
区
役
所

対
象
=

区
内
在
住
の
ぜ
ん
息
児
お
よ
び
そ

の
家
族

内
容
=
講
演
「
小
児
の
ぜ

ん
息
治
療
薬
」
/
質
疑
応
答

講
師
=

長
井
彰
子
氏
(
あ
や
せ
薬
局
薬
剤

師
)

定
員
=
加
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

※
保
育
あ
り
(
事
前
に

必
ず
電
話
予
約
)

申
・
問
先
=
公
害

保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

専
門
医
に
よ
る
乳
幼
児

ア
レ
ル
ギ
ー
予
防
教
室

日
時
等
=
表
4

対
象
=
ア
レ
ル
ギ

ー
が
心
配
な
乳
幼
児
の
家
族

申
込
=

電
話

表4　 アレ ルギ ー予防教室 日程等

※ 定員はすべて先着順

大切なお子さんを
交浦事故から守りましょう

交通 事故の危険から子ど もを守るために

は、家庭での交通安全教育が何よりも大切

です。通学路や自宅周辺を子どもと一緒に

歩いて、危険な鳩所や安 全確認が必要な場

所を確認し、安全な

通 行方 法を 繰り 返

し 教え ましょう。ま

た、子どもが大人の

ル ール 無視 を 見て

混乱したり、真似を

す ること がな い よ

うに、大人自身が 交

通 ルー ルをし っ か

り守りましょ う。

問先= 交通安全係

3880 ―5912

▲ 横断歩道では 手を
上げて、左右確認

カ ラスに注意
して< ださ い

3 月ごろからガラスの繁殖行
動が 始まってい ます。7月初め

までの繁殖期間中は、卵やヒナ
を守るため ガラ スが攻撃的にな
ります。 不用意に近付いたり、
無用な 接触を避け るよう注意し
てください。

□ えさを与えない
カラスは、えさとな る生ごみが 手近に確保できる場

所に巣を作ります。 巣作りを防ぐ には、ふたの付いた
容器にごみを収めるのが一番です。ご み袋で出 す場 合

には 防鳥 ネット をし っかりかけましょう。 ネット は清
掃事務所で貸し出してい ます。 申 先= 足 立東清掃 事
務所　　　　　　　　　　　　　　3889- 0711
足立西清掃 事務所　　　　　　　　　3853 ―2141

□ 巣作りに協力し ない
都会のガラスの巣は 大部分が針 金ハンガ ーで作られ

てい ます。洗濯物を 干し終わったハンガーは 屋内に取

り込んで、ガラスに 盗まれないようにし ましょう。
□ 近付かない
繁殖中のカラスは 攻撃的です。巣の近くや、巣を見

下ろせる場所には 近付かないようにし まし よう。

□ 触 れない
ガラ スは野鳥です。特に死がい には 直接触れな いよ

うにしましょ う。死がいを発見し た場合は、環境課に
連絡してください。
――いずれも――
問先= 環境課調査係　　　　　　　　3880 ―5367
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江
北
幼
児
教
室
募
集

日
時
=
1
回
目
は
4
月
2
3
日
吻
、午

前
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分
※
毎
月
1

回
、
金
曜
日
、6
ヵ
月
間

対
象
=
1
4

年
1
1月
か
ら
1
5年
4
月
生
ま
れ
の

幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
=
親
子

遊
び
や
子
育
て
に
関
す
る
学
習
を
と

お
し
て
、
友
達
の
輪
を
広
げ
ま
す

※
保
護
者
が
中
心
と
な
っ
て
、企
画
・

運
営
し
ま
す
定
員
=
3
0
組
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保

健
係
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

(区
制
度
)
・
難
病
患
者
福

祉
手
当
の
定
例
払
い

1
5
年
1
2
月
～
1
6
年
3
月
分
を
、届

け
出
さ
れ
た
預
金
口
座
に
4
月
2
5日

ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。
問
先
=
障

害
給
付
係

思
春
期
グ
ル
ー
プ

参
加
者
募
集

日
時
=
毎
週
火
曜
日
、
午
後
/
毎
週

木
曜
日
、
午
前

対
象
=
何
と
な
く

学
校
に
行
け
な
い
、
働
け
な
い
、
人

付
き
合
い
が
苦
手
な
、
お
お
む
ね
1
6

歳
か
ら
3
0
歳
の
方
申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

思
春
期
家
族
会

参
加
者
募
集

日
時
=
毎
月
第
3
木
曜
日
、午
後
1

時
3
0
分
～
3
時
内
容
=
思
春
期
・

青
年
期
の
間
題
で
悩
ん
で
い
る
家
族

が
集
ま
り
、
気
軽
に
勉
強
や
話
し
合

い
を
し
ま
す

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2

理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
の

貸
し
付
け

対
象
=
養
成
施
設
を
卒
業
後
、
区
内

の
福
祉
施
設
、
医
療
施
設
で
理
学
療

法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士

と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
方

内
容
=
修
学
資
金
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
ま
す
。
卒
業
後
、
3
年
以
上
区

内
の
福
祉
施
設
な
ど
に
従
事
し
た
場

合
は
、
償
還
を
免
除
し
ま
す

限
度

額
=
年
肺
万
円

定
員
=
1
人
(
選

考
)
申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙
(
4

月
1
2
日
か
ら
高
齢
調
整
係
窓
口
で
配

付
)
を
持
参
ま
た
は
郵
送
期
限
1

4
月
2
3
日
必
着
申
・
間
先
=
高
齢

調
整
係
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本

町
I
-
1
7
-
―(

3
8
8
0
)
5
8
8
6

「ゆ
～
ゆ
～
湯
」
入
浴
証
と

高
齢
者
入
浴
券
交
付
申
購
書

4
月
下
句
に
送
付
し
ま
す
。

□
「ゆ
～
ゆ
～
湯
」入
浴
証

毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日
に
区
内

の
公
衆
浴
場
で
無
料
入
浴
で
き
ま

す
。
入
浴
の
際
に
は
必
ず
人
浴
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
※
今
回
郵

送
す
る
入
浴
証
は
5

月
1
2日
か
ら

使
用
で
き
ま
す

□
高
齢
者
入
浴
券
(
無
料
)

申
込
=

「
申
請
書
」
を
入
浴
証
か
ら

切
り
離
し
、
郵
送
ま
た
は
区
内
の
銭

湯
に
持
参

期
限
=
5
月
3
1日

交

付
枚
数
=
5
枚

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
4
月
1
日
現
在
、
司
歳
以
上

の
方

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入

所
者
や
寝
た
き
り
な
ど
で
、
公
衆
浴

場
を
利
用
で
き
な
い
方
な
ど
を
除
く

問
先
=
在
宅
支
扱
係

(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
を

買
い
受
け
る
法
人
を
募
集
し
ま
す

場
所
=
旧
第
三
中
学
校
跡
地
(
千
住

元
町
1
8
-
1
7
)資
格
=
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
法
人
・
:東
京
2
3区

内
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
経
営

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
/
足
立
区

内
で
介
護
老
人
保
健
施
設
、
療
養
型

医
療
施
設
を
経
営
し
て
い
る
法
人
/

足
立
区
内
で
介
護
保
険
在
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
経
営
し
、
東
京
2
3区
内
で

介
護
老
人
保
健
施
設
、
療
養
型
医
療

施
設
、
痴
ほ
う
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
経
営
実
績
が
あ
る
法
人

間
先
=
高
齢
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
5

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

日
時
=
▽
実
施
日
・
:
4
月
刀
日
㈹
　

(
受
け
付
け
は
、午
前
9
時
3
0
分
～

1
0
時
)
▽
結
果
日
…
5
月
1
1
日
㈹
　

(
受
け
付
け
は
、午
前
9
時
1
5
分
～

9
時
3
0
分
)
対
象
=
区
内
在
住
で
、

1
8
～
3
9
歳
の
女
性
内
容
=
健
康
チ

ェ
ッ
ク
(
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、

歯
科
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
密
度
測

定
な
ど
)
/
健
康
教
室
(
保
健
、
栄

養
、歯
科
に
つ
い
て
の
学
習
)

※
今

後
、
各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
で
も
開

催
す
る
予
定
で
す

定
員
=
4
0
人

(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

試
験
願
書
配
布
中

配
布
場
所
=
区
役
所
、足
立
保
健
所
、

各
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

申
込
1
4

月
2
8日
か
ら
5
月
7
日
の
間
に
、
都

庁
へ
郵
送

試
験
=
6
月
2
7日

※

く
わ
し
く
は
、
願
書
に
添
付
さ
れ
て

い
る
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
先
=

食
品
保
健
係(

3
8
8
0
)
5
3
6
3

検
査
制
度
改
正
　
簡
易

専
用
水
道
の
設
置
者
は

受
検
報
告
を
保
健
所
へ

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
水
道

は
、
タ
ン
ク
に
貯
め
て
か
ら
給
水
す

る
方
式
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

タ
ン
ク
の
大
き
さ
が
1
0㎡
を
超
え
る

も
の
は
、
水
道
法
に
基
づ
く

「
簡
易

専
用
水
道
」
に
該
当
し
、
タ
ン
ク
の

清
掃
な
ど
の
管
理
と
年
1
回
の
検
査

機
関
に
よ
る
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。4
月
か
ら
法
改
正
に
よ

り
、
簡
易
専
用
水
道
の
設
置
者
は
保

健
所
へ
の
届
け
出
や
報
告
が
必
要
で

す
。
改
正
内
容
=
▽
検
査
機
関
が

登
録
制
度
と
な
り
、
厚
生
労
働
行
に

登
録
さ
れ
た
ど
の
検
査
機
関
で
も
よ

く
な
り
ま
し
た

▽
設
置
者
は
登
録

検
査
機
関
の
検
食
結
果
を
保
健
所
へ

報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

▽
給

水
開
始
や
廃
止
の
届
け
出
の
提
出
先

も
保
健
所
に
な
り
ま
し
た

問
先
=

住
居
衛
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

人
権
と
同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

様
々
な
人
権
問
題

現
代
社
会
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
上
げ
て
き
た
女
性
や
子
ど
も
な

ど
の
個
別
課
題
の
ほ
か
に
も
、
様
々

な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家

族
の
救
済
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た

人
の
社
会
復
帰
お
よ
び
犯
罪
者
の
家

族
に
対
す
る
差
別
的
取
り
扱
い
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
情

報
通
信
技
術
の
発
達
や
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
名
誉

き
損
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
性
同
一
性
障
害
、
同
性

愛
者
な
ど
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

関
す
る
問
題
、
路
上
生
活
者
な
ど
社

会
の
ゆ
が
み
が
生
み
出
す
問
題
な

ど
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
人
権

問
題
も
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
発
生
し
て
く
る
様
々
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
論
議
を

深
め
て
い
く
と
共
に
、
人
権
侵
害
に

対
し
て
は
、
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
人

権
を
取
り
巻
く
現
実
を
知
る
と
共
に

個
性
を
認
め
合
い
、
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

《
人
権
・
同
和
係
》

公園管理課に
なりました

4 月1 日から、親水緑地課と水

と緑の課が統合し 、公園管理課に

なり ました。 場所、連絡先などに

変更はありません。 問 先= 公園

管理課庶務係　　　3838 ―8126

青
少
年
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

い
ず
れ
も
、
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
4
1
西
新
井
1
―
4
―
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

「
遊
び
の
広
場
」

日
時
=
毎
週
土
曜
日
、午
後
1
時
～

4
時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

対
象
=
幼
児
以
上

内
容
=
囲
碁
や

将
棋
、
昔
遊
び
、
工
作
な
ど
自
由
に

遊
ベ
ま
す

※
将
棋
、
オ
セ
ロ
、
水

彩
画
ク
ラ
ブ
の
会
員
も
募
集
し
て
い

ま
す

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
講
座

「H
O
W
　
T
O
　

キ
ャ
ン
プ
」

日
程
等
=
表
5

対
象
=
1
6歳
以
上

で
青
少
年
の
育
成
活
動
に
携
わ
っ
て

い
る
方

※
修
了
者
に
は
修
了
証
を

交
付
。
修
了
証
は
夏
休
み
期
間
中
に

開
催
さ
れ
る
区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

の
利
用
時
に
必
要
で
す

費
用
=
材

料
費
の
み
実
費

申
込
=
電
話

期

限
=
5
月
7
日

表5　「HOW　TO　 キャンプ」日程等

区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ
場

夏

休

み
期

間

利

用

者
募

集

区
内
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
の
夏
休
み

期
間
中
(
7
月
2
1日
～
8
月
3
1日
)

の
利
用
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。
対

象
=
区
内
少
年
団
体
な
ど

内
容
等

=
表
6

※
利
用
者
1
5人
に
つ
き
、

教
育
委
員
会
指
定
講
座
「
H
O
W
　
T
O

キ
ャ
ン
プ
」
修
了
者
1
人
が

必
要
で
す

申
込
=
ハ
ガ
キ
に
希
望

コ
ー
ス
、団
体
名
、代
表
者
の
住
所
、

氏
名
、
連
絡
先
を
明
記

※
重
複
申

し
込
み
は
無
効
。
抽
選
お
よ
び
抽
選

後
の
受
け
付
け
は
5
月
3
日

期
限
=
5

月
2
1日
必
着

表6　 区内少年キャンプ場コース内容

※ 抽 選 は 、 ①E 、 ②A ・B 、 ③C ・D の 順 に 行 い ま す

ジュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

参
加
者
募
集

子
ど
も
会
な
ど
の
地
域
活
動
で
活

躍
す
る
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
力
を
学

び
ま
す
。
日
程
等
=
表
7

表7　 ジュニアリーダー研修会日程等

※ 定員や申込方法など、< わしくはお問い合わせください
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高齢の方の
在宅生活を応援します

区の人口約64 万人のうち、65 歳以上の
高齢者は115, 179 人( 3 月1 日現在) で、
人口の約17. 9% を占めています。
区では、高齢者が 地域で安全で安心し

て自立し た生活が続けられるように、様
々な サービスを提供しています。

介
護
保
険
外
の

高
齢
者
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
区
の
調

査
に
よ
る
と
、
家
族
構
成
が
「
一

人
暮
ら
し
」
ま
た
は

「
高
齢
者
の

み
」の
世
帯
が
区
内
全
世
帯
の
1
6・
2
%

を
占
め
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
ほ
か
に
、
高
齢
者
の
自
立
し
た

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
高
齢
者

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

今
回
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
に
な
ら
な
い
方
で
も
、
心
身

の
状
態
に
応
じ
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま

す
。
日
常
生
活
に
不
安
を
感
じ
た

と
き
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

各
サ
ー
ビ
ス
は
給
付
限
度
額

(
図
1
)

や
利
用
者
負
担
率
(
表

1
)
に
よ
る
自
己
負
担
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図1　介護保険外サービ ス( 一部抜粋)

緊 急 通 報 シ ス テ ム

緊急時にペンダント式の

ボタンを押すと119番に自動
通報します 対象= 一人暮
らしなどで発作性の疾患の

ある方

火災警報器・自動消火装置

対象= 在宅で寝たきり、ま

たは一人暮らしなど で、
設置が必要と認められた
方 限度額=　 火災警報

器… 15, 500 円　 自動
消火装置… 30, 900 円

生きがい活動支援デイサービス(通所事業)
在宅サービ スセンター

で趣味や生きがい を見つ
け、閉じこもりを防ぎま
す。 対象= 介護保険認

定で「非該当( 自立) 」と判
定された虚弱な方 費用=1

回1, 000円

電 磁調理器・ガス安全システム
対象= 在宅で心身機能の低
下に伴い防火などの配慮を
必要とする一 人暮らしなど
の方 限度額=　 電礎調理
器・・・41, 000 円　 ガス安
全システム… 42, 200 円

シルバーカーの
給付
対象= 下肢が不自由だ
か、近隣へ外出できる

程度の 在宅の方　限度
額=15, 000 円

ホ ームヘルプ
サービ ス
軽易な家事援助を行

います。 対象= 一人暮
らし、または高齢者のみ
の世帯などの方

住宅改 修費の給付

【 予防給付】
対象= 日常の動 作に低下が認められ、介

護保険認定で「非該当(自 立)」と判定され
た方 内容= 手すりの取り付け/ 段差解
消など 限度額=200, 000 円
【設備改修】

対象= 日常の動作に低下が認められ、 介
護保険の認定を受けている方( 非該当[自
立]を含む) 内容= 浴槽の取り替え/ 流

し、洗面台の取り替え/ 便器の洋式化
限度額=　 浴槽… 379, 000 円　 流し、洗
面台… 156, 000 円　 便器… 106, 000 円

※ 上記の サービスは65 歳以上の方が対象で、原則とし て自己負 担金があります。く わしくはお間い合 わせください

表1　 介護保険外サービスの利用者負担率

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た

□

火
災
安
全
シ
ス
テ
ム

迅
速
な
消
火
・
救
助
活
動
を
行

う
た
め
に
、
家
庭
内
で
火
災
が
発

生
し
た
と
き
に
東
京
消
防
庁
へ
自

動
通
報
す
る
住
宅
用
防
災
機
器
を

設
置
し
ま
す
(
図
2
)
。

対
象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:木

造
構
造
の
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
/
6
5

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
の
み
の
世
帯
ま
た
は
寝
た
き

り
の
高
齢
者
な
ど
/
心
身
機
能
の

低
下
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
上

で
常
時
注
意
を
要
し
、
同
居
者
の

支
援
が
得
ら
れ
な
い

※
本
人
宅

か
ら
お
お
む
ね
5
分
以
内
に
居
住

す
る
方
(
原
則
3
人
)

を
、
居
住

管
理
協
力
者
と
し
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い

□
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

無
理
の
な
い
運
動
で
、腕
や
足
、

胴
体
な
ど
の
動
き
を
活
発
に
し
、

体
の
弱
い
高
齢
者
の
生
活
能
力
を

改
善
し
ま
す
。

8
月
と
1
2
月
の
闘
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
は
、

今
後
の
あ
だ
ち
広
報
等
で
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
場
所
=
高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
西

新
井
対
象
=
6
0
歳
以
上
で
、
介

護
保
険
認
定
が
要
支
援
、
要
介
護

1
・
2
程
度
の
方
ま
た
は
虚
弱
な

方
内
容
=
ウ
エ
ー
ト
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
利
用
し
た
運
動
　

(
週
2
回
、9
0
分
程
度
、3
ヵ
月

間
)

費
用
=
5

千
円
(
予
定
)

図2　 火災安全システムの流れ

▲ 生活能力の向上をめざし ます

―
も
し
も
介
護
に
困
っ
た
ら
―

相
談
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

は
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る

公
的
な
相
談
窓
口
で
す
。

介
護
や
医
療
の
専
門
職
員
が
、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
介
護
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て

訪
問
し
ま
す
。

介
護
に
困
っ
た
と
き
は
お
近
く

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

表3　 在宅介護支援センター( 4 月1 日現在)

※ 　窓口相談・・・月曜～土曜日( 祝日は除く) 、午前9時～午後5時( 基幹介護支
援センターのみ、午前8時30分～午後8時) 　電話相談… 24時間受け付け

※ 併殺する居宅介護支護事業所では、ケアプラン( 介護保険) を作成します

主

な

業

務

▽
介
護
保
険
外
高
齢
サ
ー
ビ
ス
申

請
の
手
伝
い

▽
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
相
談

▽
家
族
介
護
者
教
室
の
開
催

▽
介
護
機
器
の
展
示
紹
介

▽
介
護
予
防
に
関
す
る
相
談

▽
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
推
進
な
ど

□
家
族
介
護
者
教
室

介
護
の
方
法
や
健
康
づ
く
り
の

知
識
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
各
教
室
の
日
程
や
内
容
は
毎

月
の
あ
だ
ち
広
報
2
5日
号
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

対
象
=

高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
や
高
齢
者

本
人

費
用
=

無
料

※
実
費
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

地
域
の
あ
ん
し
ん
協
力
員
(
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
)
が
定
期
的
に
高
齢

者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
声
掛
け
や

見
守
り
を
行
い
ま
す

。

ま
た
、
傾
聴
の
講
習
を
受
け
た

「
語
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
、
高

齢
者
の
話
を
じ
っ
く
り
聴
き
、
孤

独
感
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
一
人
暮
ら
し
で
寂
し
い
」
「
単

身
で
生
活
し
て
い
る
親
の
見
守
り

を
頼
み
た
い
」「
近
所
に
気
掛
か
り

な
お
年
寄
り
が
い
る
」
と
い
う
よ

う
な
場
合
は
、
お
近
く
の
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)

に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▲ 家族介護者教室では、実技を交えた教室も
開催し ています

高
齢
者
の
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
(
表
3
)
、

在
宅
支
援
係
　
　
　
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
7

※
申
請
に
つ
い
て
は
福
祉
事
務
所
(
表
2
)
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

表2　 福祉事務所一覧

東
京
2
3
区
職
員

(Ⅰ
類
)
採
用
試
験

□
採
用
試
験

試
験
日
=
5
月
1
6
日
(
日
)
採
用
予
定

日
=
1
7
年
4
月
1
日
以
降

資
格
等
=

表
4

試
験
案
内
配
布
崎
所
=
区

役
所
1
階
案
内
/
人
事
係
/
各
区
民

事
務
所

申
込
期
限
=
▽
郵
送
…
4

月
1
9日
消
印
有
効

▽
各
区
役
所
お

よ
び
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
任

用
課
へ
持
参
・・・
4
月
1
9日
・
加
日

申
先
=
時
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
課

〒
鷆
・
0
0
7
3

千
代
田

区
九
段
北
1
―
1
1
4

□
東
京
2
3
区
合
同
説
明
会
(
I
類
)

日
時
=
4
月
1
1
日
囘
、正
午
～
午
後

5
時
(
予
定
)

場
所
=
専
修
大
学
神

田
校
合
(
神
保
町
家
下
申
、
徒
歩
3

分
)

対
象
=
採
用
試
験
受
験
希
望

者

内
容
=
試
験
の
概
要
/
各
区
の

紹
介

申
込
=
当
日
直
接
会
場
ヘ

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
時
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局

任
用
課

(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

特
別
区
採
用
試
験
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
(
2
4
時
間
)(

3
2
6
1
)
2
2
2
1

(
H
P
)
h
t
t
o
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.

o
r
.
j
p
/
s
a
i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t
m

区

・
人

事

係
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

表4　 採用試験受験資格などの概要

※ 1 ・・・昭和58年4 月2 日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学( 短
期大学を除<) を卒業した人( 平成17 年3 月までに卒業見込みの人を含む) 　
または、これと同等の資格があると特別区人事委員会か認める人、も含む
※ < わしくは、探用試験案内をご覧ください

受
信
障
害
対
策
は

け
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
中
高
層
建
築

物
の
影
響
と
思
わ
れ
る
テ
レ
ビ
電
波

受
信
障
害
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し

て
い
ま
す
。

区
は
受
信
障
害
解
消
条
例
に
よ
り

建
築
主
が
受
信
障
害
対
策
を
行
う
と

き
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
よ
る
対
策
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。
1
5

年
度
か
ら
建
築
主
が

負
担
す
る
基
準
額
を

大
幅
に
引
き
下
げ
、

よ
り
利
用
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
既
存
の
共

同
受
旧
施
設
の
ケ
ー

ブ
ル
を
張
り
替
え
る

場
合
、一
定
の
要
件

を
満
た
す
更
新
に
つ

い
て
は
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。く
わ
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
助
成
対
象
等
=
表
5

問
先
=

紛
争
調
整
係(3

8
8
0
)
5
9
4
5

(
財
)
足
立
区
ま
ち
づ
く
り
公
社

(
3
8
8
0
)
5
7
1
0

表5　受信障害助成対象等

( 仮称) 日暮里・舎人線整備工事に伴い首都高速と都道の通行止めを行います
( 仮称) 荒川横断橋りょうの工事のため、 首都高速中央 環状線および都道450

号線の夜間通行止めを 行います( 図3) 。ご 理解とご 協力をお願いします。
日時=4月17日出・18日( 日) ・加日网。いずれも時間は、午後10時～午前5時
※ 荒天の場合は 翌日に順延　　　 問先= 都・新交通建設事務所　3805 ―9335

区・日暮里・舎人線推進係　　3880- 5718

図3　 首都高速および都道450 号線通行止め案内
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く

ら

し

の

情

報

定 員に先着
とあ るものは
4 月13 日

から 受け付け

6・7面で問い合わせ先の電話

番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例

◆ 申込… 申し込み方法
◆ 期限… 申し込み期限

場
・

申 ・ 問 先
…

場 所
・

申し込み先 ・問い合わせ先

◆費用の記載のないものは無料
◆ ( HP) … ホームページアドレス

◆ □ … E メールアドレス

休
日
納
税
・
納
付
相
談
は

毎
月
第
4
日
曜
日
で
す

「
区
・
都
民
税
」
「
国
民
健
康
保
険

料
」
「介
護
保
険
料
」
の
休
日
納
税
・

納
付
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

未
納
の
方
へ
の
自
動
電
話
に
よ
る
納

付
の
お
願
い
、
徴
収
嘱
託
員
に
よ
る

訪
問
徴
収
も
行
っ
て
い
ま
す
。

□
4
月
の
休
日
納
税
・
納
付
相
談

日
時
=
4
月
2
5
日
u
、午
前
9
時
～

午
後
4
時

場
所
=
区
役
所

―
―
い
ず
れ
も
―
―

問
先
=
納
税
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

納
税
課
徴
収
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
7

こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

介
護
保
険
課
収
納
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
7
4
4

国民
健
康
保
険
料
の
納
付
書
は

6
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

年
間
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
1
6

年
度
の
住
民
税
額
が
決
定
す
る
6
月

に
計
算
し
、決
定
し
ま
す
。決
定
し

た
金
額
を
6
月
か
ら
1
7
年
3
月
ま
で

の
1
0
回
の
納
期
に
分
け
て
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。4
・
5
月
の
納
付
は
あ

り
ま
せ
ん
。※
口
座
振
り
替
え
の

方
は
、6
月
3
0
日
に
指
定
の
口
座
か

ら
引
き
落
と
し
ま
す

問
先
=
こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
方
へ

□
生
計
困
難
者
に
対
す
る
利
用
者
負

担
軽
減
制
度

生
計
の
維
持
が
困
難
な
方
に
対

し
、
軽
減
を
申
し
出
て
い
る
事
業
者

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
に
限

り
、
利
用
者
負
担
額
を
軽
減
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
=
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…
住
民
税
非

課
税
世
帯
/
世
帯
の
年
間
収
入
額

が
、基
準
額
以
下
(
単
身
の
場
合
咄

万
円
、1
人
増
え
る
ご
と
に
印
万
円

を
加
算
)
/
世
帯
の
預
貯
金
額
が
基

準
額
以
下
(
単
身
の
場
合
1
2
0
万
円
。

1
人
増
え
る
ご
と
に
恥
万
円
を
加

算
)
/
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

□
訪
問
介
護
利
用
者
負
担
減
額
制
度

該
当
す
る
方
に
は
6
月
初
句
に
更

新
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
制
度
は
1
7年
3
月
3
1日
で
終
了

す
る
予
定
で
す
。
対
象
=
介
護
保

険
が
始
ま
る
前
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
た
低
所
得
(
生

計
中
心
者
が
所
得
税
非
課
税
)
の
高

齢
者

利
用
者
負
担
=
6
%

※
障

害
者
施
策
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
方
の
負
担
は
3
%

□
介
護
保
険
施
設
入
所
者
の
食
費
減

額
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

健
施
設
、
療
養
病
床
な
ど
で
の
食
費

負
担
額
(
1
日
あ
た
り
匐
円
)
は
所

得
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
(
表
1
)

。該
当
す
る
方
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。―

―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
7
4
3

表1　 介 護 保 険 施 設 で の 食 費 負 担 額

徴
収
嘱
託
員
募
集

対
象
=
区
内
在
住
の
方
勤
務
内
容

=
主
に
戸
別
訪
問
に
よ
る
区
・
都
民

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

料
、
介
護
保
険
料
の
集
金
勤
務
条

件
=
月
1
2
0
時
間
勤
務
(
休
日
、
夜
間

も
含
む
)
雇
用
期
間
=
7
月
I
日
～

1
7
年
3
月
3
1
日
(
更
新
可
)
報
酬

=
基
本
給
(
月
額
9
万
円
)
と
能
率

給
募
集
人
数
=
若
干
名
選
考
=

書
類
選
考
の
上
、
面
接
日
を
通
知

申
込
=
履
歴
書
(
市
販
の
も
の
・
自

筆
)
お
よ
び
作
文
(
8
0
0
字
程
度
・
自

筆
で

「税
に
つ
い
て
」、
「
国
民
健
康

保
険
に
つ
い
て
」、
「介
護
保
険
に
つ

い
て
」
の
い
ず
れ
か
1
つ
を
選
択
)

を
持
参

期
限
=
4
月
2
3日

申
・

問
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
納
付
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
3

住
宅
改
良
な
ど
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

□
住
宅
改
良
費
用

内
容
=
自
己
所
有
住
宅
(
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
の
専
有
部
分
含
む
)
ま
た
は

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
共
用
部
分
で
段

差
解
消
を
中
心
と
し
た
改
良
工
事
な

ど
助
成
額
=
指
定
金
融
機
関
か
ら

の
借
入
額
の
1
0
%
(
上
限
3
0
万
円
)

□
住
宅
の
耐
震
珍
断
費
用

内
容
=
自
己
資
金
に
よ
る
住
宅
の
耐

震
診
断

助
成
額
=
診
断
費
用
の
5
0
%
(

上
限
匐
万
円
。
戸
建
住
宅
は
5

万
円
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
申
・
問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

表
2
に
該
汽
す
る
方
は
1
4日
以
内

に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
国
民
年
金

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
必
ず
届

け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
1
4年
4

月
か
ら
、
第
3
号
被
保
険
者
関
係

の
届
け
出
が
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る

事
業
所
の
事
業
主
を
経
由
し
て
提
出

す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
し
た
。ま
た
、

加
入
や
転
入
な
ど
の
届
け
出
に
は
、

基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・
確
認
が
必

要
で
す
。
必
ず
。
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

□
国
民
健
康
保
険

ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な

い
方
に
医
療
を
保
障
す
る
制
度
で

す
。
該
当
す
る
方
は
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
(
生
活
保
護
受
給
中

の
方
、
在
留
期
間
が
1
年
未
満
の
外

国
籍
の
方
は
除
く
)
。届
け
出
が
遅
れ

た
場
合
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
(
最
長
2
年
)

か
か
り
ま
す
が
、
医
療
給
付
は
原
則

と
し
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。―

―
い
ず
れ
も
―
―

申
先
=
こ
く
ほ
年
金
課
ま
た
は
各
区

民
事
務
所

問
先
=
▽
国
民
年
金
に

つ
い
て
・
:年
金
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

▽
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
…
こ
く

ほ
年
金
課
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
0

表2　 就職・退職し たら手続き を

住
宅
専
門
相
談

住
ま
い
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ
ン
に
関

す
る
相
談
に
、専
門
家
が
答
え
ま
す
。

□
住
ま
い
の
相
談
(
毎
月
第
2
水
曜

日
)

対
象
=
区
内
在
住
の
方

内
容
=
住

ま
い
全
般
(
新
築
、
建
て
替
え
、
増

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
)
に
関
す
る

こ
と

相
談
員
=
建
築
士

□
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
相
談
(
毎
月
第
3

水
曜
日
)

対
象
=
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
/

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

内
容
=

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
、

建
て
替
え
な
ど
に
関
す
る
こ
と

相

談
員
=
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

―
―
い
ず
れ
も
―
―

日
程
等
=
表
3

場
所
=
区
役
所

申
込
=
電
話
(
相
談
日
前
日
ま
で
)

申
・
問
先
=
住
宅
計
画
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
9

表3　上半期住宅専門相談日程

※ いずれも時間は、午後2時～4時

就
学
援
助
制
度

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な

児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
給
食
費
な

ど
を
援
助
し
ま
す
。
区
立
小
・
中
学

校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護
者
の
方
は

学
校
を
と
お
し
て
、
そ
の
ほ
か
の
方

は
学
務
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
学
務
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
7

旧
伊
豆
高
原
区
民
保
養
所

売
り
払
い
の
お
知
ら
せ

旧
区
立
伊
豆
高
原
区
民
保
養
所
売

り
払
い
の
一
般
競
争
人
札
を
行
い
ま

す
。物
件
は
区
が
定
め
た
価
格
以
上

で
、最
も
高
い
価
格
で
入
札
し
た
方

に
売
却
し
ま
す
(
表
4
)
。入
札
日

=
5
月
2
7
日
困
、午
前
1
1
時
～
場

所
=
区
役
所

申
込
=
申
請
書
を
窓

口
に
持
参

※
申
請
書
は
4
月
1
2日

か
ら
用
地
管
財
課
で
配
布
期
間
=

5
月
1
7
日
～
別
日
申
・
問
先
=
用

地
管
財
課
財
産
活
用

(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

表4　 旧伊 豆高原区民保 養所売り払い( 入札)物件
在
外
選
挙
制
度
が
変
更

に
な
り
ま
し
た

在
外
選
挙
は
、
国
外
に
住
所
が
あ

る
方
が
国
政
選
挙
の
比
例
代
表
選
挙

に
限
り
、
投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

投
票
方
法
が
、
在
外
公
館
投
票
と

郵
便
投
票
と
の
選
択
制
に
な
り
、
帰

国
し
た
際
の
当
日
投
票
も
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
投
票
す
る
に
は

在
外
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。
対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方
…
日
本
国
民
で
満
匐
歳
以

上
/
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
、
そ
の

住
所
を
管
轄
す
る
領
事
館
の
管
轄
区

域
内
に
住
所
を
有
す
る
/
公
民
権
を

停
止
さ
れ
て
い
な
い

申
込
=
旅
券

な
ど
必
要
書
類
を
各
在
外
公
館
窓
口

に
本
人
、
ま
た
は
同
居
の
家
族
が
持

参

※
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て

は
、
管
轄
の
在
外
公
館
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
の
手
続
き
は
、
す

べ
て
郵
便
で
行
う
た
め
、
―
カ
月
以

上
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た

公
示
日
か
ら
選
挙
当
日
の
間
は
登
録

で
き
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
、
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

問
先
=
選
挙

管
理
委
員
会(

3
8
8
0
)
5
5
8
1
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催

し

物

ガ

イ

ド

定員に先 着順
とあるものは
4 月13 日

から受け付け

ビ
ジ
ョ
ン
D
E
メ
ー
ル

参
加
者
募
集

北
千
住
駅
西
口
に
設
置
し
た

「
あ

だ
ち
シ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、土
・

日
曜
日
に
一
般
参
加
型
(
有
料
)
の

コ
ー
ナ
ー
枠
を
設
け
ま
し
た
。

家
族
や
友
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
　

(
誕
生
日
、記
念
日
な
ど
)
を
学
び

ピ
ア
2
1
の
ス
タ
ジ
オ
で
収
録
し
、大

型
ビ
ジ
ョ
ン
で
放
映
し
ま
す
。く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
民
費
用
=
3
0
秒
3
千
円

/
6
0
秒
5
千
円
/
5
分
1
万
円
/
1
0

分
1
万
5
千
円

問
先
=
商
業
係

(
3
8
8
0
)
5
8
6
5

老
人
会
館
の

手
芸
教
室
(
前
期
分
)

日
時
=
5
～
7
月
ま
で
の
第
2
・
第

4
土
曜
日
、午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

対
象
=
区
内
在
住
で
6
0
歳
以
上
の
方

内
容
=
ち
ぎ
り
絵
/
小
物
/
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
※
一
種
だ
け
の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
定
員
=
3
0
人
(
抽

選
)

費
用
=
教
材
費
一
部
負
担

申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
手
芸
教
室
希
望
」
を
明
記

期
限
=
4

月
1
8日
必
着

※
現
在
受
講
中

の
方
ま
た
は
、
ほ
か
の
教
室
を
受
講

中
の
方
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

場
・
申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1
・
0
8
1
2

西
保
木
間
4
-
9
-

―

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

足
立
の
民
謡
を
広
め
る
会

日
時
=
4
月
1
8
日
鵯
、午
前
9
時
3
0

分
開
演

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
=

足
立
区
民
謡
団
体
連
盟
に
よ
る
千
住

節
、
保
木
間
節
ほ
か

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
文
化
事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

日
時
=
4
月
別
日
哨
午
後
1
時
3
0

分

対
象
=
幼
児
以
上

※
障
害
の

あ
る
子
も
来
て
く
だ
さ
い
。
幼
児
は

保
護
者
同
伴

内
容
=
ね
じ
り
パ
ン

を
作
っ
て
食
べ
よ
う
/
綱
引
き

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=

西
保
木
問
児
童
館

(
3
8
8
4
)
1
1
1
4

買
い
物
か
ら
片
付
け
ま
で

「
父
と
子
の
料
理
」

日
時
=
5
月
1
日
啝
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
2
時
対
象
=
小
学
4
年

生
以
上
の
お
子
さ
ん
と
父
親
(
区
内

在
住
・
在
勤
の
方
)
内
容
=
料
理

実
習
講
師
=
足
立
フ
リ
ー
栄
養
士

会
会
員
定
員
=
2
0
組
(
先
着
順
)

費
用
=
材
料
費
(
一
組
千
円
程
度
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
男

女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

女
性
の
た
め
の
実
践
護
身
術

講
座
「
教
え
ま
す
!

簡
単

な
暴
漢
撃
退
法
」
(
3日
制
)

日
時
=
5
月
1
2
日
啝
・
1
9
日
團
・
2
6

日
伽
、
午
後
7
時
～
9
時
対
象
=

1
6
歳
以
上
で
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
女
性
内
容
=
講
義
「
暴
漢
か

ら
身
を
守
る
方
法
」
/
実
技
講
師

=
八
木
る
み
子
氏
(
非
営
利
団
体
「
フ

ェ
ア
・
ウ
イ
ン
ド
」
代
表
)
定
員
=

2
0
人
(
先
着
順
)
申
込
=
電
話
※

保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
以
上
就
学
前
、

定
員
1
5人
)

場
・
申
・
問
先
=
男
女

参
両
プ
ラ
ザ(

3
8
8
0
)
5
2
2
2

総
合
治
水
推
進
週
間

施
設
見
学
会

日
時
=
5
月
1
6
日
韓
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
対
象
=
小
学
4
年
生
以

上
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
内

容
=
下
水
道
施
設
(
蔵
前
水
の
館
)

と
河
川
施
設
(
水
上
バ
ス
に
て
隅
田

川
)
見
学
※
昼
食
持
参
定
員
=

叨
人
(
抽
選
)
申
込
=
往
復
ハ
ガ
キ

に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
「
総
合
治
水
推
進
週

間
施
設
見
学
会
希
望
」
を
明
記
期

限
1
4
月
2
3
日
必
着
申
先
=
都
・

下
水
道
局
計
画
調
整
部
内
事
務
局

〒
1
6
3
・
8
0
0
1
新
宿
区
西
新
宿
2

-
8
-
1
問
先
=
都
・
下
水
道
局

計
画
調
整
部
内
事
務
局

(
5
3
2
0
)
6
5
9
4

区
・
計
画
調
整
課
計
画

(
3
8
8
0
)
5
9
0
4

第
3
8
回
足
立
区
展
作
品
募
集

日
程
等
=
表
5

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

費
用
=
全

部
門
1
点
2
千
円

※
中
学
生
以

下
、
障
害
者
の
方
は
無
料

※
出
品

規
定
に
つ
い
て
は
申
込
書
を
ご
賢
く

だ
さ
い

申
込
=
申
込
書
に
記
入
の

上
、
作
品
搬
入
日
に
会
場
で
受
け
付

け

※
申
込
書
は
文
化
事
業
係
、
生

涯
学
習
振
興
公
社
の
各
施
設
、
各
住

区
セ
ン
タ
ー
で
配
布

問
先
=
文
化

事
業
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

表5　 区展作品受付日程
N
P
O
法
人
設
立
相
談
教
室

日
時
=
4
月
1
6
日
吻
、午
後
6
時
～

7
時
3
0
分
内
容
=
N
P
O
法
人
認

証
手
続
き
事
務
の
説
明
/
書
類
の
書

き
方
ほ
か

講
師
=
辻
家
政
彦
氏

(
足
立
区
N
P
O

法
人
連
絡
会
会

長
)

申
込
=
電
話

※
参
加
者
に

は
設
立
に
必
要
な
申
請
書
お
よ
び
そ

の
記
載
例
が
収
録
さ
れ
た
「
N
P
O

法
人
設
立
フ
ァ
イ
ル
集
(
N
P
O

活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
作
成
物
)
」を
配
布

し
ま
す

場
・
申
・
問
先
=
N
P
O

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
8
4
0
)
2
3
3
1

東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
3
6
期
生
団
員
募
集

対
象
=
▽
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
…
小
学

2
～
4
年
生
の
男
女
▽
シ
ニ
ア
ク

ラ
ス
…
小
学
5
・
6
年
生
の
男
女
、

中
学
1
年
女
子

▽
準
団
員
…
小
学
1

年
生
の
男
女

指
導
者
=
薬
師
神

武
夫
氏
練
習
場
所
=
▽
火
曜
日
…

こ
ど
も
科
学
館
▽
金
曜
日
…
教
育

研
究
所
費
用
(
月
額
)
=
▽
ジ
ュ
ニ

ア
ク
ラ
ス
…
千
5
0
0
円
▽
シ
ニ
ア
ク

ラ
ス
…
3
千
円

▽
準
団
員
・
:千
円

※
制
服
代
が
別
途
か
か
り
ま
す

申

込
=
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
練
習

日
に
時
参
(
保
護
者
同
伴
)

※
申
込

用
紙
は
、
文
化
事
業
係
・
生
涯
学
習

振
興
公
社
の
各
施
設
・
各
住
区
セ
ン

タ
ー
窓
口
で
配
布

問
先
=
文
化
事

業
係
　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
「
出
前
講
座
」

地
域
や
企
業
、幼
稚
園
・
保
育
園
、

学
校
な
ど
へ
講
師
が
出
向
き
、夫
婦

間
や
子
育
て
の
悩
み
、男
女
共
同
参

画
、セ
ク
ハ
ラ
や
女
性
へ
の
暴
力
な

ど
に
関
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

実
施
時
期
、テ
ー
マ
、開
催
場
所
な

ど
に
つ
い
て
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。期
限
=
6
月
3
0
日
申
・
問
先

=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

わ

ー

く
わ

く

通
信

今
回
か
ら
毎
月
1
0日
号
で
、
雇
用

関
連
の
情
報
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま

す
。

や
り
た
い
仕
事
と

そ
の
先
の
ジ
ブ
ン

あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

る
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
で
は
、
仕
事
を
探

し
て
い
る
1
0
代
か
ら
2
0
代
の
皆
さ
ん

の
仕
事
探
し
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

職
業
紹
介
や
就
業
相
談
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
具
体
的
な
求
人
情
報
の

提
供
な
ど
。
仕
事
を
探
し
て
い
る
方

へ
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
「
学
校
は
卒
業
し
た
け
れ
ど
、

い
い
就
職
先
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」

「
今
、ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
け
れ

ど
、正
社
員
で
就
職
し
た
い
」
「
仕
事

は
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
ん
な
仕
事
が

自
分
に
合
う
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
、

利
用
の
き
っ
か
け
は
様
々
で
す
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
就
職
さ
れ

た
方
も
数
多
く
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
だ
ち
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
も
併
設

さ
れ
て
お
り
、㈱
リ
ク
ル
ー
ト
、ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
足
立
の
ど
ち
ら
も
利
用
で

き
ま
す
。
早
期
就
職
を
め
ざ
す
皆
さ

ん
、
ま
ず
は
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

□
主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
(
無
料
)

▽
専
門
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
が
就
職
が
決
ま
る
ま
で
親
身
に

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す

▽
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
が
発
行
す
る
求
人

情
報
誌
や
求
人
情
報
サ
イ
ト
な
ど

を
使
っ
て
一
緒
に
仕
事
を
探
し
ま

す
▽
魅
力
的
な
応
募
書
類
作
成
の
お
手

伝
い
や
面
接
練
習
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
具
体
的
か
つ
効
果
的
に
行

い
ま
す

▽
適
職
診
断
(
無
料
・
有
料
)
も
で

き
ま
す

場
所
=
区
役
所
受
付
時
間
=
午
前

9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
(
土
・
日
・

祝
日
は
休
み
)

問
先
=
㈱
リ
ク
ル

ー
ト
　
(
3
8
8
0
)
5
5
3
9

《
経
済
観
光
課
計
画
調
整
係
》

労働相談の出張相談日
が変更に なり まし た

4月1日から、不当解雇、賃金の

不払いや労働条件の改善など、労働

問題全般にわたる相談日が変更に

なりました。日時=毎月第4金曜

日( 祝日を除<) 、午後2時～4時

場・問先= 広聴相談係

掲

示
板

□
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
(
墨
田

区
東
墨
田
3
1
3
-
1
4
)
施
設
公
開

日
時
=
4
月
1
6
日
哨
午
前
1
0
時
～

午
後
4
時
内
容
=
講
演
「人
は
ど

の
よ
う
に
動
物
と
付
き
合
っ
て
い
る

か
」関
野
吉
晴
氏
(
武
蔵
野
美
術
大

学
教
授
)
/
革
工
芸
教
室
/
革
製
品

の
即
売
/
相
談
コ
ー
ナ
ー
/
ビ
デ
オ

上
映
※
台
東
支
所
(
台
東
区
花
川

戸
1
-
1
4
-
1
6
)
で
も
4
月
1
5
日
哨

に
施
設
公
開
を
行
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問

先
=
都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー

(
3
6
1
6
)
1
6
7
1

都
立
皮
革
技
術
セ
ン
タ
ー
台
東
支
所

(
3
8
4
3
)
5
9
1
2

□
中
小
企
業
助
っ
人
千
人
事
業
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
募
集

都
で
は
中
高
年
離
職
者
を
、都
内

の
中
小
企
業
な
ど
に
無
償
で
派
遣
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。対
象

=
4
0
歳
以
上
の
離
職
者
勤
務
内
容

=
I
T
(
情
報
技
術
)
、製
品
闘
発
技

術
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
勤
務
条
件
等
=
1
日
6
時

間
、
月
給
2
4
万
円
雇
用
期
間
=
1

ヵ
月
以
上
6
ヵ
月
未
満
選
考
=
書

類
審
査
、
面
接
申
込
=
申
込
書
と

必
要
書
類
を
郵
送
ま
た
は
時
参
※

派
遣
希
望
中
小
企
業
な
ど
の
募
集
も

行
っ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
な

ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
申
・
問
先
=
軸
東
京
し
ご
と

財
団
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
室
〒

掴
・
0
0
7
2
千
代
田
区
飯
田
橋
3

-
1
0
-
3

(
5
2
1
1
)
5
2
2
1

映 像広
報

制作だより

今回 の 「情 報キ ャッチ! ! 　 好き です。あ だ ち」

では 、区 内の魅 力を 、美しい 映像 と音 楽で紹 介す

る特 別 番組を 放送し ます。

生まれ故 郷に 思い をはせる 主人公 が 足立の 地に

思 わず足 を向け 、新し< 生 まれ変 わっ た足立と 昔

懐 かし い足 立の 二つの 顔を感じ なが らま ちを 歩き

ま す。 足立 区内 の風 景や出来 事を旅 情気 分で味 わ

うこ とがで きる 作品で す。

番 組を見な が ら主 人公と共に 足 立区内 を旅し 、

心をなご ませ てみま せんか。 私たち の身 近にあ る

素敵な 場所 を再 確認でき ま す。

≪広 報課≫

「情 報キャ ッチ! ! 　好きで す。あ だち」放 送予定
あだちコミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足 立9CH)

※ 1 日2 回 放 送( 午 前9 時30 分 、午 後0 時30 分)
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「区部における都市計画道路の整備方針」を策定しました
優先整備路線( 第三次事業化計画)

表1　 優先整備路 線一覧
都施行路線一覧

区施行路線一覧

都
と
2
3区
は
、
東
京
を
取
り
巻
く
社
会

経
済
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、
区
部
に
お
け

る
都
市
計
画
道
路
全
体
の
新
た
な
整
備
方

針
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

1
5
年
1
2
月
に
「区
部
に
お
け
る
都
市
計

画
道
路
の
整
備
方
針
(
案
)
」を
公
表
し
、1

月
3
1
日
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
6
9
1
通
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
、「
区
部
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

□
整
備
方
針
の
内
容

▽
区
部
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
の
必
要

性
の
検
証

▽
今
後
1
2
年
間
で
優
先
的
に
整
備
す
べ
き

路
線
の
選
定
(
第
三
次
事
業
化
計
画
)

▽
都
市
計
画
道
路
区
域
内
に
お
け
る
建
築

制
限
の
緩
和

▽
概
成
道
路
(
一
定
の
道
路
幅
員
を
有
し
、

道
路
と
し
て
の
機
能
を
概

満
た
し
て

い
る
道
路
)
に
お
け
る
新
た
な
整
備
手

法
の
提
案

今
後
、都
と
2
3
区
は
、こ
の
整
備
方
針

に
基
づ
き
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
着

実
に
進
め
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
期
に
形
成
し
、
首
都

東
京
を
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
都
市
へ
の

再
生
を
め
ざ
し
ま
す
。

□
2
3区
の
都
市
計
画
道
路
区
域
内
の
建
築

制
限
を
緩
和
し
ま
す

本
方
針
に
示
し
た
と
お
り
、
4
月
1
日

か
ら
、
第
三
次
事
業
化
針
画
の
優
先
整
備

路
線
を
除
く
2
3
区
内
の
都
市
計
画
道
路
区

域
内
の
建
築
制
限
を
緩
和
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
木
造
や
鉄
骨
造
り
な
ど

の
建
築
物
を
対
象
と
し
て
、
高
さ
1
0
m以

下
で
地
下
階
を
有
し
な
い
3
階
建
て
の
建

築
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

整

備

方

針

全

文

お

よ

び

建

築

制

限

の

、

緩

和

に

つ

い

て

、

く

わ

し

く

は

都

・

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

、

都

民

情

報

ル

ー

ム
(

都

庁

第

一

庁

舎
3

階
)

、2
3

区

の

都

市

計

画

道

路

担

当

窓

口
(

足

立

区

で

は

街

路

課
)

で

ご

覧

に

な

れ

ま

す

。

問

先
=

都

・

街

路

計

両

課
　
　
　
　
　
(
5
3
8
8
)
3
2
9
1

(
H
P
)
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
s
h
i
s
e
b
i
.
m
e
t
r
o
.

t
o
k
y
o
.
j
p

区

・

設

計

工

事

係
(
3
8
8
0
)
5
9
2
2

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。　問先= 広報係　3880- 5815

安 全 は　 あ な た の 自 覚　 周 り の 目
～足立区生活安全推進標語最優秀賞～
地域の防犯活動や防犯・防火キャンペーンをとお

して、安全で安心なまちをつくります《危機管理課》

お便り募集　あだち広報
「ズームアップ6 月号」

①「読者のページ」へめ投稿
6 月 号の テ ーマ はr 安 全な ま

ち」で す。皆さ んが心掛けて いる
安 全 対策 を教 えて くだ さい。 ま
た、 自由章 見でも結構 です。300
字 程度。

②季節の絵てがみ
6・7 月ご ろ に 合 わ せ た 作品

を。な お、応募いただ いた作品 は
返却し ません。

――いずれも――

応 募方法= 住所、氏名、年齢、電話

番号を明記し、郵送( ①はファクス・E

メール可) 期限=4 月匐日必 着

申・問先= 広報係「ズームアップ」担
当　〒120- 8510 中 央 本 町1- 17- 1　　　

3880 ―5815
( FAX) 3880―5610

□ kouhou@ci t y. adachi . t okyo. j p

思い出はマンドリンの
音色と共に

3
月
2
8
日
、千
住
あ
ず
ま
住
区
セ

ン
タ
ー
で
、
「
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
大

(
明
治
大
学
)
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
O
B

有
志
の
方
に
よ
っ
て
、
行
わ
れ

て
い
る
催
し
で
、1
0年
以
上
も
続
い

て
い
ま
す
。

明
大
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
と
い
え

ば
、
故
古
賀
政
男
氏
が
創
設
し
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
な

つ
か
し
の
歌
謡
曲
と
共
に
、
古
賀
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
た
っ
ぷ
り
披
露
さ
れ
、

聞
き
に
訪
れ
た
方
の
心
に
、
様
々
な

思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
た
よ
う
で
し

た
。身

近
な
場
所
で
一
流
の
マ
ン
ド
リ

ン
演
奏
を
楽
し
め
る
、
と
て
も
ぜ
い

た
く
で
幸
せ
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

▲ 「青い山脈」 が演奏されると、会場
からは歌声 も聞かれました

桜の便りが届きました
今年も3 月下旬 に開花宣言の出た東京の 桜。

区内の数ある桜の名所では 、たくさんの方が思い思い

に 桜を楽しんでいました。

都市農業公園

▲ 葛西用水親水水路( 大谷田付近) ▲ 見沼代親水公園

古紙 配合率100% 再生紙を 使用し てい ます F. K　289, 600


